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2023年12月号 No.592 12最新情報は
相模原商工会議所の
ホームページを
ご覧ください。

相模原商工会議所

友だち募集中
相模大野ステーションスクエアのクリスマスツリー【南区相模大野】

（画像提供：株式会社小田急SCディベロップメント）

橋本駅まちづくり
フォーラム参加者募集

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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相模原商工会議所は、SDGs
（持続可能な開発目標）の
達成に向けて、相模原市と
共に取り組む「さがみはら
SDGsパートナー」として
登録されました。
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相
模
原
お
店
大
賞
実
行
委
員
会
（
荒
俣

大
実
行
委
員
長
＝
東
京
ユ
ー
キ
社
長
）は
、

同
事
業
の
20
周
年
記
念
事
業
と
な
る
「
相

模
原
お
店
大
賞
ガ
チ
ャ
」ブ
ー
ス
を
、
市

内
各
区
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
1
回
１
０
０
０
円
で
ガ

チ
ャ
を
回
す
と
、
歴
代
受
賞
店（
参
加
店
）

の
い
ず
れ
か
で
使
え
る
２
０
０
０
円
分

（
当
た
り
は
５
０
０
０
円
分
）の
商
品
券

が
当
た
る
お
得
な
企
画
を
実
施
。

　

10
月
末
の
「
大
野
銀
座
み
ん
な
の
文
化

祭
（
南
区
）
」、
11
月
の
「
城
フ
ェ
ス
（
緑

区
）
」、「
さ
が
み
は
ら
フ
ェ
ス
タ
（
中
央

区
）
」へ
の
出
展
で
、
合
計
２
８
８
個
の

商
品
券
セ
ッ
ト
が
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
ガ

チ
ャ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

荒
俣
実
行
委
員
長
は
「
ブ
ー
ス
で
は
、

親
子
で
チ
ラ
シ
を
見
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

ガ
チ
ャ
を
回
す
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
う
れ

し
く
思
っ
た
。
商
品
券
で
の
来
店
を
機

に
、
お
店
の
魅
力
に
触
れ
て
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
市
内
の
商
業
振
興

に
も
つ
な
が
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
店
大
賞
ガ
チ
ャ
完
売

�

市
内
３
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

子育て世代が多く参加した大野銀座みんなの文化祭

城フェスでは予定数が２時間で完売
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工業部会　主催

2024年
新春企業
講演会×交流会
＜問い合わせ＞
産業振興課　☎042-753-8136
mail:sinkou@sagamihara-cci.or.jp

申込み詳細確認

第１部　新春講演会　18:30～20:00
講演内容：持続可能な成長に向けた地域・
　　　　　　　　　　中小企業政策のいま
講　師：笹野　賢一 氏（経済産業省関東経済産業局　　

産業部　中小企業金融課　課長）
会　場：市立産業会館１階「多目的ホール」
定　員：100名　　　会　費：無料

第２部　企業交流会　20:15～21: 30
会　場：市立産業会館4階「特別会議室」 
定　員：100名　　　会　費：3,000円

予
告

2024年
１月18日㈭
開　催

　

工
業
部
会
（
山
﨑
利

宏
部
会
長
＝
城
山
工
業

社
長
）が
今
年
開
催
し

た「
講
演
会
×
交
流
会
」

（
６
月
28
日
、
７
月
27

日
）で
の
、
初
参
加
企

業
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
約
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
財
開
発
（
従
業
員

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
し
、
組
織
の
活

性
化
）を
得
意
と
す
る

Career-N
ow

（
志
村
亜

希
子
代
表
）に
対
し
、

ナ
ン
エ
ツ
工
業
（
内
田
修
弘
社
長
）が
生

産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
社
員
育
成
の
た

め
の
人
財
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
依
頼
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
注
し
た
志
村
亜
希
子
代
表
は
、「
新

し
い
出
会
い
の
場
、
自
身
や
事
業
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
い
た
だ
け

る
こ
と
は
う
れ
い
し
い
こ
と
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
実
施
状
況
と
し
て
は
、
各
交

流
会（
６
月
28
日
、
７
月
27
日
）で
は
、
参

加
者
は
各
回
約
70
社
（
う
ち
初
参
加
事
業

者
は
各
回
約
10
社
）が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
実
施
予
定
の
新
春
講
演
会
×
交

流
会
（
令
和
６
年
１
月
18
日
）で
は
、
さ

ら
な
る
交
流
の
活
性
化
や
初
参
加
企
業
の

増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

受注先 発注先

Career-Now
参加者：志村 亜希子（代表） 参加者：内田　修弘（代表取締役）

業　種：人財開発事業
　　　　（ベトナム語対応可）

業　種：バフ研磨加工・
精密板金加工・
筐体加工・機械加工・
各種試作品制作 

マッチング成約事例

次回は1月18日㈭に開催します。多くの企業様に良い出会いがありますように。

㈱ナンエツ工業

記念講演会
【対象・定員】 ▶会員企業の経営者・役員・従業員の皆様
 ▶相模原市内に在勤・在学・在住の方等
 ▶定員 500 名（要事前申込、申込先着順）
 ▶聴講無料

【問い合わせ】 経営支援課　TEL：042-753-8135

★詳細及び申込方法は今月同封のチラシをご覧ください

講師 工藤 公康 氏
 （福岡ソフトバンクホークス 元監督）

演題 「組織を動かす信念と覚悟」
 ～未来を見る・創る・拓くために～
日時 令和 6 年 1 月 30 日（火）
 18 時 30 分～ 20 時 00 分
 （18 時 00 分 受付開始）

会場 杜のホールはしもと「ホール」
 （相模原市緑区橋本 3-28-1 ミウィ橋本 7・8 階）

相模原商工会議所 創立50周年記念事業

工 業 部 会

市内
企業講演会×交流会
マッチンング成約事例紹介



5 相模原商工会議所 会報  2023.12

リ
」や
、
夜
空

に
浮
か
ぶ
幻
想

的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

ン
タ
ン
「
サ
ガ

ミ
ハ
ラ
ン
タ
ン
」

を
開
催
す
る
な

ど
、
来
場
者
は

秋
の
イ
ベ
ン
ト

を
大
い
に
堪
能

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
普
段
は
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
会
場
内
で
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
や
宿

泊
な
ど
、
相
模
原
市
の
特
徴
で
あ
る
都
市

型
観
光
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

と
し
て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
賛
各

社
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部

さ
が
み
は
ら
フ
ェ
ス
タ

�

２
０
２
３
を
開
催

　

当
所
は
、
市
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
目
的
と
し
た

「
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す

（
相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
が
企

画
主
管
と
し
て
運
営
）。

【
開
催
概
要
】

▽
日
時　
１
月
17
日　

18
時
～
21
時

▽
会
場　
市
立
産
業
会
館

▽
内
容

　

〇
第
１
部［
講
演
会
］

　

ダ
イ
ヤ
精
機
の
諏
訪
貴
子
社
長
を
招

き
、「
町
工
場
の
改
革
と
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い

て
～
２
代
目
の
10
年
戦
争
～
」と
題
し
、

社
内
で
ど
の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
を
進
め
た
の

か
、
ま
た
２
代
目
と
し
て
ど
の
よ
う
な
苦

労
が
あ
っ
た
か
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
に

つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

　

〇
第
２
部［
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
］

　
「
創
業
者
か
ら
４
代
目
が
考
え
る　

経

営
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
」を
テ
ー
マ

に
、
諏
訪
社
長
と
相
模
原
市
青
年
工
業
経

営
研
究
会
会
員
と
の
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

〇
第
３
部［
交
流
会
］

　

希
望
者
の
み
で
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
企
業
の
役
員
・
従
業
員

▽
募
集
人
数　
１
０
０
名（
申
込
順
）

▽
参
加
費
用　
第
１
・
２
部　

無
料

　
　
　
　
　
　

第
３
部　

２
０
０
０
円

▽
申
し
込
み

　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

 【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６第１部で講演する諏訪貴子 氏

町工場の娘　主婦から社長になっ
た２代目の10年戦争（日経BP）

 

青
年
部
（
松
下
龍
太
会
長
＝
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

社
長
）は
11
月
25
、
26
日
の
両
日
、
主
管

す
る
「
潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら
フ
ェ
ス
タ

2023　

G
o O

ut!

」を
相
模
総
合
補
給
廠

一
部
返
還
地
で
開
催
。
延
べ
約
5
万
5
千

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
企
画
と
し
て
会
場
内

で
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
３
×
３
」の
世

界
大
会
を
開
催
し
、
市
内
の
み
な
ら
ず
国

内
外
か
ら
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
が
駆

け
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
も
来
場
者
の
長
蛇
の
列

が
で
き
た
「
さ
が
み
は
ら
ぁ
麺
グ
ラ
ン
プ

　

近
未
来
技
術
研
究
会

（
𠮷
田
英
訓
会
長
＝
ミ
ヨ

シ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

社
長
）は
11
月
17
～
20
日
、

第
３
回
例
会
の
台
湾
視
察

を
開
催
し
、
18
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

視
察
初
日
に
は
、
台
湾

の
老
舗
Ｅ
Ｍ
Ｓ
企
業
で
あ

る
「
マ
イ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
」を
視
察
。
同
社

は
１
９
８
６
年
に
設
立
さ
れ
た
電
子
製
品

な
ど
の
製
造
企
業
で
、
台
湾
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
支
援
を
活
用
し
て
大
き
な
成

当日の様子

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
同
社
よ
り
国
内
外

へ
の
事
業
展
開
・
多
角
化
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
熊
本
に
工
場
を
建
設
す
る

こ
と
で
話
題
の
世

界
的
半
導
体
製
造

企
業
の
関
連
施
設

で
あ
る「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

台
積
創
新
館
」を

視
察
す
る
な
ど
、

世
界
的
大
企
業
の

歴
史
や
仕
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

近未来技術研究会
第３回例会

台湾視察を実施

視察先のマイトエレクトロニクスにて

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

参
加
者
募
集

DX推進支援事業



6SAGAMIHARA CHAMBER of COMMERCE and INDUSTRY.  2023.12

代表理事　山 本 博 之
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
〒252-0239 神奈川県相模原市中央区中央3-7-5
TEL 042-776-6100　　FAX 042-776-5656
http://www.soin.or.jp

官公需適格組合

　

市
制
記
念
日
の
11
月
20
日
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
さ
が
み
は
ら
で
「
市
政
功
労
表
彰
」の

授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
市
政
の
進
展
や
公
共
の

福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上
な
ど
に
寄
与

し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
な
方
々
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
本
年
度
は
１
１
１
名
・
７
団

体
が
相
模
原
市
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
か
ら
は
相
模
原
市
の
産
業
振
興
活

動
に
尽
力
し
た
方
を
推
薦
し
て
お
り
、
３

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
表
彰

�

当
所
か
ら
３
名
受
賞

【
市
政
功
労
表
彰
】

　

本
間
俊
三
氏
（
㈱
ホ
ン
マ
電
機
会
長
・

３
号
議
員
）、
古
橋
裕
一
氏
（
相
陽
建
設

㈱
代
表
取
締
役
・
２
号
議
員
）、
前
田
順

也
氏（
扶
桑
精
工
㈱
会
長
・
３
号
議
員
）

前田 順也 氏

古橋裕一 氏（左）と 本間俊三 氏（右）

　

都
市
産
業
研
究
会
（
渡
邊
知
雅
子
会
長

＝
サ
ガ
ミ
ピ
ー
ア
ー
ル
セ
ン
タ
ー
社
長
）

は
、
11
月
17
、
18
日
の
両
日
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
昨
年

11
月
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
」を
、
本
年
８
月
に
軌

道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）を
開
業
し

て
い
ま
す
。

　

一
行
は
宇
都
宮
市
役
所
を
訪
問
。
Ｎ
Ｃ

Ｃ
お
よ
び
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
概
要
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
担
当

部
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、「
ラ
イ

ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
」の
施
設
見
学
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
同
市
で
は
こ
う
し
た
拠

点
開
発
事
業
に
よ
り
、
一
部
地
域
で
の
人

口
増
加
や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
と
い
っ
た
成
果

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
産
業
研
究
会
で
は
現
在
、
本
視

察
で
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
３
月
に
発
行
を
予
定
し
て
い
る
提

言
書
「（
仮
称
）２
０
３
０
年
の
相
模
原
」

の
作
成
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

LRT車両を見学する視察団

都
産
研
宇都宮LRT視察
都市拠点開発事例を調査
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産
業
功
労
者

表
彰
受
賞
者

�

（
14
名
）（
部
会
別
）

▽
佐
々
木
亮
一（
㈱
ラ
イ
ト
）▽
荒
川
雅

昭（
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
相

模
原
支
社
）▽
石
川
秀
實（
テ
ク
ノ
相

模
㈿
）▽
片
岡
勇（
峡
の
原
工
業
団
地

㈿
）▽
俵
積
田
憲
一（
合
同
資
源
サ
ー
ビ

ス
㈱
）▽
山
際
華
代
子（
㈲
吉
原
バ
レ
エ

学
園
）▽
大
久
保
貴
章（
㈱
カ
ナ
コ
ー
）

▽
河
本
伊
久
雄（
㈱
河
本
総
合
防
災
）

▽
山
口
恒（
㈱
山
口
工
業
）▽
廣
部
徹

也（
㈲
広
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）▽
大
沼
春

雄（
㈱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
）▽
三
原
輝
美

（
㈲
三
原
運
輸
商
事
）▽
毛
利
則
彦（
㈱

横
浜
銀
行
相
模
原
駅
前
支
店
）▽
山
口

陽
一（
㈱
セ
ラ
ム
・
グ
ル
ー
プ
）

優
良
従
業
員

�

表
彰
受
賞
者

�

（
87
名
）（
事
業
所
名
50
音
順
）

▽
指
田
幸
輝
▽
福
沢
淳
元
▽
鈴
木
康
弘

▽
安
達
浩
士
▽
櫻
井
ま
き
子
（
ア
イ
ダ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）▽
札
元
誠
二

（
㈱
旭
商
会
）▽
小
幡
隆
彦
（
㈱
朝
日
美

装
）▽
柚
木
晃
▽
相
内
渉
▽
阿
部
貴
洋

（
芦
穂
崎
工
業
㈱
）▽
山
﨑
康
介
（
㈱
ア

レ
ッ
ク
）▽
折
田
有
加
（
㈲
伊
藤
企
画
）

▽
外
崎
恭
藏
▽
松
堂
淳
一
（
㈱
入
江
建

設
）▽
中
上
健
▽
止
野
和
枝
▽
清
家
啓

晶
▽
大
岡
康
弘
▽
関
浩
一
▽
三
宮
倶

之
（
㈱
ウ
イ
ッ
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）▽

三
沢
昭
久
（
㈲
エ
ー
ワ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

▽
始
関
和
茂
▽
岡
部
勧
（
㈱
エ
ク
シ
オ

ジ
ャ
パ
ン
）▽
岩
波
誠
一
▽
永
水
武
士

優
良
従
業
員
等
表
彰

▽
義
澤
幹
雄
▽
冨
田
健
太
（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
さ

が
み
ハ
イ
テ
ッ
ク
㈱
）▽
今
野
亨
▽
藤

谷
明
史
▽
瀬
戸
島
順
一
（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
さ
が

み
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱
）▽
阿
部
学
（
㈱

オ
ー
エ
イ
）▽
芳
沢
英
喜
▽
根
本
知
美

（
大
野
産
業
㈱
）▽
横
内
巳
代
子
（
㈲
神

奈
川
ユ
ニ
オ
ン
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
）▽

菅
沼
裕
一
（
㈱
カ
ナ
コ
ー
）▽
富
樫
信

子
（
菊
屋
浦
上
商
事
㈱
）▽
枡
田
祐
二

▽
市
川
正
史
（
㈱
紀
伊
國
屋
）▽
野
中

真
吾（
共
生
食
品
㈱
）▽
原
幸
子（
㈲
ク

ロ
ー
バ
ー
）▽
小
林
哲
（
コ
ー
ワ
機
械

㈱
）▽
早
川
佳
伸
▽
福
田
裕
太
▽
小
森

谷
裕
貴
（
権
田
金
属
工
業
㈱
）▽
野
村

久
志
（
㈲
近
藤
製
作
所
）▽
塀
和
光
司

（（
公
財
）相
模
原
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）▽
櫻
野
隆
次
（
㈱
桜

川
商
会
）▽
有
山
賢
二
（
㈱
三
凌
商
事

相
模
原
支
社
）▽
中
川
眞
二
▽
中
尾
豊

己
（
昭
和
電
子
工
業
㈱
）▽
尾
澤
洋
太

郎
（
㈱
新
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
）▽
秋
元
円
▽
綱
木
孝
夫
（
㈱
清
栄
）

▽
黒
田
三
智
▽
小
林
勇
太
▽
森
野
艶
子

（
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）▽
大

西
あ
き
ら
（
㈱
第
五
電
子
工
業
）▽
嶋

田
裕
一
▽
朝
比
奈
隆
之
（
東
京
特
殊
印

刷
工
業
㈱
）▽
福
田
敬
子
（
東
京
ユ
ー

キ
㈱
）▽
隅
谷
敏
弘
（
東
神
ハ
ウ
ス
㈱
）

▽
宮
本
達
也
▽
細
谷
将
登
▽
早
乙
女
慈

英（
東
邦
電
子
㈱
）▽
池
田
健
太
郎（
㈱

ノ
イ
ズ
研
究
所
）▽
手
嶋
博
志
（
㈱
萩

原
製
作
所
）▽
篠
崎
賢
二（
㈱
ビ
ッ
ト
・

ト
レ
ー
ド
・
ワ
ン
）▽
須
田
望
美
（
㈱

ブ
ル
ー
・
ス
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
）▽
釜
元
慎

太
郎
▽
高
木
幹
雄
▽
奈
良
明
徳
▽
大

住
貴
志
▽
高
橋
裕
▽
金
島
誠
（
三
菱
重

工
業
㈱
相
模
原
製
作
所
）▽
相
澤
し
の

ぶ
（
三
菱
電
機
㈱
鎌
倉
製
作
所
相
模
事

務
所
）▽
松
原
博
明
（
ミ
ヤ
コ
バ
ス
㈱
）

▽
増
田
直
明
▽
木
戸
明
彦
▽
丸
児
桂
子

（
谷
津
建
設
㈱
）▽
小
林
賢
一
▽
千
葉

孝
太
▽
木
村
真
人
▽
村
上
智
子
（
ユ
ニ

オ
ン
マ
シ
ナ
リ
㈱
）▽
本
多
淳
一
▽
関

戸
直
樹
（
㈱
ユ
ニ
バ
ァ
サ
ル
設
計
）▽

西
田
裕
司
▽
諏
訪
部
英
明
（
㈱
ワ
ー
ド

技
研
）

受
賞
者
の
皆
様
（
敬
称
略
）

令
和
５
年
度

11月14日　表彰式の様子
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―
創
業
は
１
９
８
１
年
、
創
業
者
で
あ
る

お
父
様
も
技
術
者
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　
「
機
械
設
計
の
技
術
者
だ
っ
た
父
が
会
社
勤

め
を
辞
め
て
創
業
し
ま
し
た
。
当
初
は
特
定
の

お
客
様
１
社
に
つ
い
て
い
く
会
社
で
、
青
焼
き

コ
ピ
ー
機
の
修
理
か
ら
始
め
て
紫
外
線
露
光
装

置
な
ど
へ
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
が
事
業

継
承
し
て
か
ら
現
在
13
期
目
、
こ
の
10
年
で
お

客
様
は
２
０
０
社
ま
で
拡
大
し
、
毎
月
10
社
ほ

ど
の
案
件
が
動
い
て
い
ま
す
」

　
―
装
置
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
の
で

す
ね
。

　
「
中
心
と
な
る
の
は
電
気
設
計
技
術
を
生
か

し
た
制
御
盤
の
設
計
・
製
作
で
す
。
こ
れ
に
加

え
て
お
客
様
に
必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え
て
提
案

す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様
が

機
械
設
計
も
必
要
と
す
る
な
ら
、
メ
カ
も
制
御

も
そ
ろ
え
て
提
供
し
ま
す
。
お
客
様
が
機
械
メ

ー
カ
ー
な
ら
、
こ
ち
ら
は
電
気
・
制
御
に
集
中

し
つ
つ
、
求
め
ら
れ
れ
ば
設
置
工
事
ま
で
担
当

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
建
設
業
の
免
許
も
持
っ

て
い
ま
す
。費
用
も
時
間
も
か
か
り
ま
す
の
で
、

も
の
づ
く
り
の
会
社
で
建
設
業
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

　
―
得
意
と
す
る
分
野
は
。

　
「
半
導
体
関
連
の
装
置
が
多
い
で
す
ね
。
露

光
装
置
や
電
源
検
査
装
置
な
ど
、
半
導
体
製
造

装
置
の
一
部
分
を
担
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ト

関
連
の
搬
送
装
置
も
全
国
各
地
で
施
工
ま
で
含

め
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
紹
介

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
の
引
き
合
い
が
毎
月

数
件
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
営
業
担
当
者
を
置

か
な
く
て
も
仕
事
に
困
り
ま
せ
ん
」

　
―
技
術
者
を
確
保
す
る
の
が
大
変
で
す
ね
。

　
「
全
体
設
計
の
ほ
か
、
電
気
や
機
械
の
専
門

家
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
新
規
採
用
に
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今
期
も
４
月
か
ら
の

上
期
だ
け
で
27
人
の
応
募
が
あ
り
１
人
採
用
し

ま
し
た
。
即
戦
力
の
技
術
者
を
採
用
す
る
の
は

難
し
い
の
で
、
意
欲
の
あ
る
人
を
採
用
し
て
育

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
技
術
分
野

が
専
門
化
・
細
分
化
さ
れ
、
技
術
者
が
完
成
品

コ
ー
ス
も
利
用
し
て
、
ク
レ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
の
資
格
取
得
は
会
社
が
費
用
を
全

額
負
担
し
ま
す
。
勉
強
し
た
い
社
員
は
全
力
で

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
」

　
―
会
社
の
将
来
像
は
。

　
「
最
近
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
引
き
合
い

も
あ
り
、
水
素
の
発
生
装
置
や
電
気
自
動
車
の

充
電
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
Ｉ
Ｔ
や
半
導
体
な
ど『
弱
電
』が
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
大
型
の
電
力
装
置
を
扱
う

『
重
電
』も
絶
対
に
必
要
な
分
野
。
当
社
が
手
掛

け
る
制
御
盤
を
中
心
と
し
た
装
置
開
発
の
需
要

は
大
き
く
、
人
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
売
上
高
も

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
継
続
的
に
人
材
を
採
用

し
、
私
が
70
歳
に
な
る
20
年
後
ま
で
に
社
員
数

も
売
上
高
も
10
倍
の
会
社
に
し
た
い
で
す
ね
」

　
有
井
工
業（
緑
区
下
九
沢
）は「
総
合
製
造
技
術
会
社
」を
掲
げ
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
先
端

的
な
産
業
機
器
・
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
か
ら
組
み
立
て
ま
で
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
11
人
の
少
数

精
鋭
部
隊
は
大
手
企
業
を
陰
で
支
え
る
技
術
者
集
団
で
、
２
代
目
の
有
井
俊
明
社
長
自
身
も
電

気
設
計
の
技
術
者
で
す
。
顧
客
の
口
コ
ミ
で
新
規
開
拓
に
は
困
ら
な
い
だ
け
に「
優
秀
な
ス
タ

ッ
フ
を
い
か
に
採
用
す
る
か
が
経
営
の
重
要
課
題
」と
い
う
有
井
社
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

を
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
当
社
の
よ
う

に
最
終
的
な
完
成
形
を
想
像
し
な
が
ら
工
夫
し

て
も
の
づ
く
り
を
す
る
の
は
、
楽
し
い
し
、
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
」

　
―
新
人
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に
。

　
「
社
会
人
経
験
の
な
い
若
い
方
で
し
た
ら
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
か
ら
教
え
ま
す
。
技
術
は
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
使
い
方
か
ら
入
っ
て
設
計
を
学
ん
で
も
ら

い
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
О
Ｊ
Ｔ
で
経
験
を

積
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
行
政
な
ど
外
部
の
研
修

少
数
精
鋭
で
プ
ラ
ン
ト
設
計

�

事
業
拡
大
へ
技
術
者
を
積
極
採
用

有
井
工
業
㈱

代
表
取
締
役

有
井 

俊
明
さ
ん

TOP INTERVIEW
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社
長
）と
言
い
、
大
手
企
業
も
巻
き
込
ん
で
新

技
術
の
共
同
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

　
■
幕
の
内
弁
当

　
テ
ィ
ス
コ
の
事
業
は
、
カ
メ
ラ
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
な
ど
の「
製
品
」を
売
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
写
真
計
測
」の
技
術
を
も
と
に
建

設
作
業
の
効
率
化
や
少
人
化
に
つ
な
が
る
画
像

を
用
い
た
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）の
技
術
開
発
提
案
と
試
作
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
技
術
開
発
を
数

多
く
創
り
上
げ
て
、
１
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
盛

り
込
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ
は
、「
い
ろ
い
ろ
な

具
材
を
集
め
て
幕
の
内
弁
当
を
作
る
仕
事
に
似

て
い
ま
す
」と
言
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
た
に
構
想
し
て
い
る
事
業
は
、
建

物
空
間
を
丸
ご
と
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
に
す
る
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
の
業
務
利
用
化
。
カ
メ
ラ

技
術
開
発
メ
ー
カ
ー
や
測
量
会
社
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）な
ど
の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
組
み
、
施
設
や
工

場
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
空
間
情
報
を
も
と
に
、
避

難
誘
導
防
災
安
全
対
策
、
建
物
や
設
備
の
改
修

計
画
、
設
備
備
品
の
維
持
管
理
、
製
造
ラ
イ
ン

改
修
計
画
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
よ
る
業

務
化
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
■
Ｂ
Ｃ
Ｐ
支
援
も

　
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
今
後
は
企
業
向
け
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
エ
ン
ジ
ニ

　
■
大
手
も
巻
き
込
む

　
鈴
木
隆
之
社
長
は
計
測
機
器
メ
ー
カ
ー
勤
務

を
経
て
40
歳
で
独
立
、
周
囲
の
状
況
を
３
６
０

度
確
認
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
写
真
合
成
技
術
で
プ

ラ
ン
ト
内
部
の
点
検
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛

け
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
天
井
が
落
下

す
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
井
裏

を
確
認
す
る
技
術
と
し
て
３
６
０
度
カ
メ
ラ
は

大
い
に
注
目
を
集
め
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
画
像

デ
ー
タ
を
つ
な
げ
て
パ
ノ
ラ
マ
に
す
る
技
術

は
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
く
、
暗
い
中
で
も
解
像

度
の
高
い
パ
ノ
ラ
マ
映
像
を
作
る
に
は
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
し
た
。
引
き
合
い
は
数
多

く
、
ゼ
ネ
コ
ン
企
業
や
建
設
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
企
業
と
共
に
全
国
施
設
の
調
査
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
と
連
携
し
て
、
パ
ノ
ラ
マ
画
像
か
ら
対
象

物
の
大
き
さ
を
測
定
す
る「
写
真
計
測
」の
技

術
を
開
発
。
こ
の
技
術
を
社
会
実
装
し
事
業

を
展
開
す
る
新
会
社
と
し
て
２
０
２
０
年
に

「Technical Infom
ation Service Co.

＝

Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ（
テ
ィ
ス
コ
）」を
設
立
し
ま
し

た
。「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
簡
単
に
寸
法
が
測
れ
る
技
術
と
し
て
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
に
売
り
込
み
ま
し
た
」（
鈴
木

　
テ
ィ
ス
コ（
緑
区
西
橋
本
）は
、
建
築
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

で
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
あ
る「
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）」に

入
居
し
て
い
ま
す
。
建
物
の
天
井
裏
の
点
検
作
業
効
率
化
に
始
ま
り
、
写
真
計
測
シ
ス
テ
ム
の

開
発
、
将
来
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）調
査
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ア
リ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
立
案
は
、
耐
震

性
の
確
認
な
ど
建
物
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
着
目

し
た
計
画
に
な
り
ま
す
。
同
社
で
は
こ
れ
に
加

え
て
、
重
要
設
備
の
転
倒
防
止
対
策
や
、
電
源

設
備
、
危
険
物
や
薬
品
管
理
の
対
策
、
緊
急
時

の
人
間
の
避
難
経
路
な
ど
、
法
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
自
社
の
危
険
度
の
現
状
が
見
え
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
震
度
６
以
上
の
地
震
発
生
時
で
も
、
従
業
員

や
顧
客
の
安
全
を
確
保
し
、
確
実
に
事
業
を
継

続
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
仕
組
み
で
す
。

「
机
の
上
で
書
い
た
紙
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
必
要
な
対
策
を
取
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
が
必
要
で
す
。
全
国
の
中
小
企
業
が
そ
ん
な

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
展
開
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
あ
り
た
い
で
す
」と
話
し

て
い
ま
す
。

建
築
現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
に
も
挑
戦

テ
ィ
ス
コ
㈱

代
表
取
締
役

鈴
木 

隆
之
さ
ん

わが社のいち押し
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近
時
の
企
業
経
営
で
は
、「
人
手
不
足
」

が
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
９
月
28
日
に
日
本
商
工

会
議
所
と
東
京
商
工
会
議
所
が
報
告
し
た

「
人
手
不
足
の
状
況
お
よ
び
多
様
な
人
材

の
活
躍
等
に
関
す
る
調
査
」で
は
、
中
小

企
業
の
人
手
不
足
は
７
割
近
く
で
過
去
最

大
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
と
並
行
し
て
就
業
時

間
外
の
労
働
者
や
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
専
門

知
識
を
活
か
し
て
収
入
を
得
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
、
企
業
の
業

務
の
一
部
を
副
業
・
兼
業
と
し
て
受
注
す

る
と
い
う
新
し
い
働
き
方
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
今
回
か
ら
企

業
の
人
手
不
足
対
策
と
し
て
の
副
業
・
兼

業
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

内
閣
府
で
は
全
国
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
を
設
置
し
、
企
業
の

人
材
ニ
ー
ズ
の
支
援
を
後
押
し
し
て
お
り

ま
す
が
、
神
奈
川
県
で
は
プ
ロ
人
材
活
用

セ
ン
タ
ー
に
て
人
材
採
用
が
困
難
な
中
小

企
業
か
ら
の
相
談
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
。
常
用
雇
用
ニ
ー
ズ
の
み
な
ら
ず
、
副

業
・
兼
業
人
材
ニ
ー
ズ
を
お
伺
い
し
、
人

材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
叶
う
よ
う
人
材
紹
介

会
社
や
大
企
業
と
の
間
を
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
お
り
、
希
望
に
沿
っ
た
対
応

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
常
用
雇

用
の
面
で
は
条
件
が
合
わ
ず
に
採
用
ま
で

長
期
化
し
た
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
至
ら
な

か
っ
た
り
と
す
ん
な
り
と
は
い
か
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

人
手
不
足
対
策
へ
の
準
備
が
重
要

　

こ
う
し
た
現
状
に
直
面
し
て
い
る
セ
ン

タ
ー
で
の
懸
念
は
、
こ
の
先
、
悪
化
の
一

途
を
辿
る
で
あ
ろ
う
人
手
不
足
の
状
況
に

中
小
企
業
が
備
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
い
う
こ
と
で
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
は
日
本
全
体
の
構
造
的
な
問
題
で
あ

り
、
こ
の
先
、
改
善
の
目
途
は
あ
り
ま
せ

ん
。
社
会
的
に
は
す
で
に
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
仮
に
今
は
大

丈
夫
だ
と
感
じ
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ

て
も
、
近
い
将
来
、
頭
を
悩
ま
せ
る
経
営

課
題
に
な
り
得
る
の
が
、
こ
の
『
人
手
不

足
対
策
』で
す
。
雑
な
言
い
方
に
な
り
ま

す
が
、『
い
な
い
も
の
は
い
な
い
、
来
な

い
も
の
は
来
な
い
』と
い
う
現
実
を
直
視

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
考
え

方
や
ス
タ
ン
ス
で
は
、
採
用
が
厳
し
く
な

る
一
方
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
事
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
に
活
路
あ
り

　

常
用
雇
用
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
厳

し
い
状
況
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
に

活
況
を
呈
し
て
い
る
分
野
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、副
業
・
兼
業
人
材
の
活
用
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
副
業
・
兼
業
人
材
活

用
の
相
談
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ご

連
絡
い
た
だ
い
た
当
初
か
ら
副
業
・
兼
業

人
材
を
活
用
し
た
い
と
い
う
ご
相
談
は
稀

で
す
が
、
状
況
を
お
伺
い
し
、
業
務
を
副

業
・
兼
業
人
材
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
切
り
出
す
と
い
う
相
談
も
お
受
け
し

て
お
り
、実
際
に
採
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
と
は

　

副
業
・
兼
業
人
材
の
活
用
と
は
、
業
務

委
託
契
約
で
ス
ポ
ッ
ト
的
に
業
務
を
実
施

す
る
働
き
方
の
形
で
す
。
常
用
の
正
社
員

採
用
で
は
な
か
な
か
出
会
え
な
い
、
大
企

業
や
有
名
企
業
で
の
実
績
を
持
つ
プ
ロ
人

材
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
必
要
な
業
務
だ
け
、
必
要
な
時
間
だ

け
を
依
頼
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
雇
用
リ
ス
ク
が
最
小
化

さ
れ
て
お
り
、
契
約
の
見
直
し
や
解
除
に

柔
軟
な
対
応
が
取
れ
る
こ
と
と
常
用
雇
用

よ
り
も
圧
倒
的
に
費
用
負
担
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
で
す
。

副
業
・
兼
業
人
材
を
活
用
す
る
に
は

　

副
業
・
兼
業
人
材
を
活
用
す
る
に
は
、

必
要
な
業
務
を
特
定
し
、範
囲
を
決
定
し
、

ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
ま
で
や
っ
て
も
ら
い

た
い
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
業

務
を
実
施
す
る
想
定
時
間
を
あ
る
程
度
事

前
に
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
業
務
の
切
り
出
し
や
特
定
を
す
る

働
き
方
は「
ジ
ョ
ブ
型
」と
い
わ
れ
る
ス
タ

イ
ル
で
、
こ
の「
ジ
ョ
ブ
型
」に
合
わ
せ
た

考
え
方
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
副
業
・

兼
業
人
材
活
用
の
分
か
れ
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
相
談
内
容
を
伺

い
、ど
の
よ
う
に
業
務
を
切
り
分
け
れ
ば
、

副
業
・
兼
業
人
材
を
活
用
で
き
る
か
を
話

し
合
い
な
が
ら
決
め
、
採
用
に
向
け
た
具

体
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
活
用

の
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
か
な
？
と

い
う
方
に
向
け
て
ご
説
明
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、
１
月
号
に
て
副
業
・
兼
業
人

材
を
活
用
し
た
中
小
企
業
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

人
手
不
足

対
策
の
ヒ
ン
ト

�

副
業
・
兼
業
人
材
の
活
用

第１回

【
執
筆
者
紹
介
】

　

神
奈
川
県
プ
ロ
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー

サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

武
石
ゆ
か
り

（
中
小
企
業
診
断
士
・
Ⅰ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
４
５
－
６
３
３
－
５
０
０
８



11 相模原商工会議所 会報  2023.12

企
業
エ
ー
ス
」

と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
す
。

　

相
模
原
市
か

ら
は
、か
な
が
わ

経
済
新
聞
（
千

葉
龍
太
社
長
）

が
当
所
の
推
薦

に
て
申
請
し
、

「
県
内
中
小
企

業
の
企
業
間
連

携
・
販
路
開
拓

支
援
強
化
を
目
的
と
し
た
３
つ
の
新
事
業

展
開
」が
評
価
さ
れ
「
神
奈
川
が
ん
ば
る

企
業
エ
ー
ス
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日本年金機構
からのお知らせ

厚生年金保険の被保険者数が51人以上の企業等の
事業主のみなさまへ

パート・アルバイトの社会保険の
加入要件が更に拡大されます

令和6年
10月から
対象となる企業

現在、厚生年金保険の被保険者数が101人以上の企業等で
週20時間以上働く短時間労働者は、厚生年金保険・健康保
険（社会保険）の加入対象となっています。この短時間労働
者の加入要件が更に拡大され、令和６年10月から厚生年金
保険の被保険者数が51人以上の企業等で働く短時間労働者
の社会保険加入が義務化されます。

現　在

被保険者数
101人以上の企業等

令和６年10月～

被保険者数
51人以上の企業等

➡

適用事業所の厚生年金保険の被保険者（短時間労働者は含まない、
共済組合員を含む）の総数（※）が１年のうち６月間以上51人以上と
なることが見込まれる企業等のことです。
※�法人事業所の場合は、同一法人格に属する（法人番号が同一である）すべての適
用事業所の被保険者の総数、個人事業所の場合は適用事業所単位の被保険者数
となります。

被保険者数が51人以上の企業等とは？
被保険者数51人以上の企業等（特定適用事業所）に勤務する以下の
条件に全て該当する方が短時間労働者として加入対象となります。
　□�週の所定労働時間が20時間以上
　□�月額賃金が8.8万円以上
　□�２カ月を超える雇用の見込みがある
　□�学生ではない

加入対象（短時間労働者）の要件は？

厚生年金保険の被保険者数が基準に満たない企業等であっても、被保険者の同意に基づき、
短時間労働者の適用拡大の対象事業所になることができます。
詳しくは日本年金機構のホームページをご覧ください。� （二次元コードはこちら→）

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/
tekiyokakudai.html

　

当
所
は
10
月
24
日
、
相
模
原
市
の
事
業

承
継
委
託
事
業
の
一
環
と
し
て「
事
業
承
継

事業承継フォーラム
2023開催

壮絶な事例から学ぶ事業承継

セッションの様子

　

11
月
21
日
、
神
奈
川
県
庁
に
て
「
令
和

５
年
度
神
奈
川
が
ん
ば
る
企
業
エ
ー
ス
」

認
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、

新
商
品
を
開
発
し
て
売
上
を
伸
ば
し
た
企

業
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
革
新
を
成

功
さ
せ
た
企
業
を
公
募
し
、
認
定
要
件
に

適
合
す
れ
ば
、
県
が「
神
奈
川
が
ん
ば
る

企
業
」に
認
定
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
優
れ

た
企
業
に
つ
い
て
は「
神
奈
川
が
ん
ば
る

神
奈
川
が
ん
ば
る

�
企
業
エ
ー
ス
発
表

�
か
な
が
わ
経
済
新
聞
が
認
定

認定された千葉龍太社長（２列目左側）

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
」を
市
立
産
業
会
館

で
開
催
。
講
師
に
石
川
県
の
平
鍛
造
前
社

長
の
平
美
都
江
氏
、
同
前
監
査
役
で
弁
護

士
の
長
原
悟
氏
を
招
き
、
市
内
企
業
を
中

心
に
経
営
者
な
ど
65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
事
業
承
継
の
実

施
に
あ
た
り
発
生
し
得
る
「
問
題
」「
ト
ラ

ブ
ル
」を
、
平
氏
が
経
験
し
た
実
例
に
基

づ
い
て
解
説
し
た
ほ
か
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
具
体
的
な
課
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

長
原
氏
を
交
え
討
議
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
気
が
か
り
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
、
気
に
掛
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
に
変
わ
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
事
例
か
ら
多
く
を
学
べ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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コ
ン
テ
ッ
ク
ス
（
南
区

上
鶴
間
本
町
、近
藤
社
長
）

が
、
市
内
企
業
と
し
て
初

め
て
Ｄ
Ｘ
認
定
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

認
定
取
得
に
際
し
て
は
、

当
所
派
遣
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
、
実
施
計
画
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね

た
結
果
、
こ
の
度
の
認
定

に
至
り
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
認
定
は
「
情
報
処

理
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
、
Ｄ
Ｘ
に

取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
を
国
が
認
定
す

る
制
度
（
11
月
現
在
、
全
国
８
５
９
社
が

認
定
）で
す
。

　

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
経
緯
や
取

得
ま
で
の
苦
労
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
を
掲
載
。「
専
門

家
派
遣
事
例
集
」ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま

す
。

DX専門家派遣
事例集ページ

市内企業初
コンテックスがDX認定

DX推進支援事業

DX認定を取得したコンテックス近藤社長

　

10
月
23
日
に
開
催
し
た
会
員
親
睦
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
１
８
５
名

の
皆
様
よ
り
お
預
か
り
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

金
に
つ
い
て
、
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
な
ら
び
に
相
模
原
市
「
暮
ら
し
潤
い
さ

が
み
は
ら
寄
附
金 

保
健
医
療
コ
ー
ス
」に

寄
附
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
福
祉
の
推

進
と
、
保
健
衛
生
・
医
療
体
制
の
充
実
に

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ

テ　

ィ

ゴ
ル
フ
大
会

�

寄
付
金
報
告
�

コ
ロ
ナ
対
策
、地
域
福
祉
に
活
用

布施理事（左）　市 沖本財政課長（右）

長谷川専務理事（左）　社協 笹野会長（右）

　

当
所
と
青
山
学
院
大
学
は
、
令
和
５
年

９
月
28
日
、「
相
模
原
・
町
田
地
域
教
育

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
包
括
連
携
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
の
大
学
等
と
自
治

体
、事
業
者
等
が
相
互
に
連
携
・
協
働
し
、

地
域
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
に
締
結
。
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
成
員
に
は
、
相
模

原
お
よ
び
町
田
市
内
の
８
つ
の
大
学
等
の

ほ
か
、
自
治
体
や
商
工
会
議
所
ら
が
参
画

し
て
い
ま
す
。
当
所
で
は
、
本
協
定
を
契

青
学
と
協
定
締
結

�

地
元
大
学
等
と
の
連
携
促
進

杉岡会頭と青学 ・稲積副学長（右）

【
寄
付
先
】

①
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

９
万
２
５
０
０
円（
11
月
９
日
寄
附
）

② 

相
模
原
市
（
暮
ら
し
潤
い
さ
が
み
は
ら

寄
附
金 

保
健
医
療
コ
ー
ス
）

 

９
万
２
５
０
０
円（
11
月
13
日
寄
附
）

機
に
、
地
域
で
の
人
材
育
成
や
文
化
、
福

祉
、
産
業
の
振
興
、
ま
た
大
学
等
が
保
有

す
る
知
的
・
物
的
資
源
等
の
活
用
等
の
さ

ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

12/15㈮・12/22㈮・1/5㈮・1/12㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

12/14㈭・12/18㈪・1/11㈭・1/15㈪
13:00～16:00  ※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

労務相談
社会保険労務士による相談

12/12㈫・1/9㈫
13:00～16:00

本所

発明相談
神奈川県知財総合支援窓口
相談員による相談

12/14㈭・1/11㈭
13:00～16:00

本所

健康相談
産業医・保健師による相談
対象： 従業員数50人未満の

事業場

産業医：12/21㈭午後、 1/18㈭午後
保健師：12/13㈬、 1/10㈬
※ 詳細・ご相談・申し込みは相模原地域産業保健

センター☎042-707-4225まで

本所

その他各種相談 ※ 経営全般、IT相談、経営安定相談等の各
種相談も承っております。 本所

相談内容 日　　時 場所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

12/13㈬・1/10㈬
10:00～1２:00･13:00～16:00

本所

12/21㈭・1/18㈭
10:00～1２:00･13:00～16:00

南支所

事業承継相談
事業承継・引継ぎ支援セン
ターコーディネーターによ
る相談

申込時に日程調整のうえ実施 本所

許認可相談
行政書士による相談

12/15㈮・2/16㈮
13:00～16:00　※隔月にて実施

本所

受発注相談
神奈川産業振興センター相
談員による相談

1/10㈬
13:00～16:00

本所

メンタルヘルス相談
（職場環境対策）
公認心理師
精神保健福祉士による相談

12/13㈬・1/10㈬・2/14㈬
13:00～16:00
※ご予約は総務課☎042-753-8131まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料 ご　予　約

問い合わせ：経営支援課　☎ 042-753-8135

年間日程については当所ホームページをご覧下さい。ご予約は当所ホームページ（一部電話のみ）より承ります。

SDGs で一歩先の未来を創りましょう → ご一報下さい

貴社を技術士集団がご支援

担当：栗島技術士事務所

携帯 090-6308-9352

kurishimaken@msi.biglobe.ne.jp

SDGs の取組は ISO から
メリットを享受できる取組をご提供

ISO

品質
環境

個人情報保護
リスク管理情報

労働安全

　
商
工
中
金「
ハ
ノ
イ
駐
在
員
事
務
所
」

�

開
設
し
ま
し
た

　

商
工
中
金
は
２
０
２
３
年
10
月
18
日
、

ベ
ト
ナ
ム
に
海
外
５
拠
店
目
と
な
る
「
ハ

ノ
イ
駐
在
員
事
務
所
」を
開
設
い
た
し
ま

し
た
。

　

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
規
制
緩
和
等
に
よ

る
市
場
経
済
型
の
高
い
経
済
成
長
が
続
い

て
お
り
、
人
口
増
加
と
と
も
に
、
若
く
て

質
の
高
い
人
材
が
豊
富
な
た
め
、
日
系
企

業
の
進
出
が
盛
ん
で
す
。

　

商
工
中
金
は
従
前
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
南
部

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
あ
る
提
携
銀
行
に
職
員

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
般
、
北
部

の
ハ
ノ
イ
に
駐
在
員
事
務
所
を
新
設
す
る

こ
と
で
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
の
体
制
を
強
化

し
、
既
進
出
お
よ
び
新
規
進
出
を
検
討
す

る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を
、
資
金
面
や
情

報
提
供
面
を
通
じ
て
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
中
金
は
、
こ
れ
か

ら
も
国
内
本
支
店
と
連
携

し
て
、
海
外
展
開
を
進
め

る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の

様
々
な
金
融
ニ
ー
ズ
に
積

極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

商
工
組
合
中
央
金
庫

　

神
奈
川
営
業
部
相
模
原
営
業
所

 

☎
０
４
２
－
７
８
６
－
６
２
３
０

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
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※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

会員数 4,548件（2023年10月24日現在）
（2023年9月7日～2023年10月24日）新入会員紹介

部　会 事業所名 代表者名 住所 電話番号 事業内容

工 業 ㈱　日本メディカルフード 古田　昭男 中央区淵野辺本町4-3８-4 04２-76８-760８ 食料品製造業

サービス業 ㈱　アルプスケアハート 河野　　晶 緑区西橋本1-16-1８
アルプス技研第２ビル ２Ｆ 04２-71９-3２5２ 福祉サービス、訪問介護および

その他居宅介護サービス事業

サービス業 ㈱　GLORY OF BRIDGE 出村　康作 中央区星が丘3-９-２4 0８0-65８4-3９10 人材紹介業、特定技能人材の
紹介

サービス業 （特非）け や き の 会 奥原　志穂 南区大野台1-5-２ 04２-750-7２２２ 障がい福祉サービスの運営

サービス業 こもれび行政書士事務所 鈴木　　修 南区大野台4-1９-16 04２-71９-3665 行政書士業務

サービス業 梨 井 税 務 会 計 事 務 所 梨井　　俊 中央区富士見6-15-1
ラ・フォンターナ103 04２-704-８441 税理士業、経理指導、経営・財務

支援及び相続・譲渡の資産税申告

建 設 業 Ｙ ’ Ｓ　 Ｐ Ａ Ｉ Ｎ Ｔ 吉原　邦人 中央区田名８567-２7 04２-73８-２4８９ 建築工事業、塗装

建 設 業 ゆ つ く り 関田　孝広 南区上鶴間本町5-２0-1
オハナ町田407 04２-８16-８66９ 建築工事業、ハウスメンテナ

ンス、リフォーム工事等

不 動 産 業 ㈱　み ち る ふ ど う さ ん 竹田津　孝 中央区共和4-16-２0
ダイアパレス淵野辺101号室 04２-707-11９6 不動産業、不動産の売買仲介、

買取再販

不 動 産 業 ひ よ こ ふ ど う さ ん ㈱ 中村　　寧 中央区中央4-5-7
スウィートリー中央 1Ｆ 04２-704-９177 宅地建物取引業（不動産）

不 動 産 業 ㈱　リ バ テ ィ ホ ー ム 牛嶋　正治 中央区中央1-９-14
リバティビル 1Ｆ 04２-75９-7466 不動産売買、賃貸

特 別 会 員 ㈲　清　　水　　塗　　装 清水　　怜 町田市野津田町1８06-２1 04２-734-９644 塗装業、戸建、マンション、
アパートの内外装

特 別 会 員 ㈲　奈　良　鉄　工　所 奈良　只夫 緑区長竹13９８ 04２-7８4-1９4８ 製造業、産業機械器具並びに部品の製作、
修理、プレス、電気溶接、切断加工

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

経
営
者
保
証
不
要
！
保
証
制
度
の
ご
案
内

　

設
立
か
ら
５
年
を
経
過
し
な
い
法
人
・

創
業
（
法
人
設
立
）を
予
定
す
る
方
へ
、

保
証
制
度
の
ご
案
内
で
す
。

【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
促
進
保
証
制
度
】

◇
担
保
・
経
営
者
保
証
は
不
要
！

◇
保
証
限
度
額
は
３
千
５
０
０
万
円

◇
保
証
期
間
は
10
年
以
内

　

連
帯
保
証
人
に
な
ら
ず
に
融
資
を
受
け

た
い
と
い
う
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
創
業
し
た
い
、
創
業

し
て
間
も
な
い
→
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創

出
促
進
保
証
制
度

　

相
模
原
支
店
で
は
、
既
存
の
保
証
付
融

資
の
経
営
者
保
証
解
除
に
関
す
る
ご
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

相
模
原
支
店

　
　

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

 
https://www.cgc-kanagawa.or.jp

当協会ホームページは
こちら

＼経営に役立つ情報を発信／
LINE友だち募集中

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会
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掲載無料 会員PRコーナー 貴社の自慢の商品・
サービスをPR　

PR本文は掲載者からいただいた原文のまま掲載をしています。

掲載事業所 募集中！ 当所会員事業所１会員につき「１年に１回」の掲載となります
問い合わせ先  総務課　 TEL  042-753-8131

「うちの子だけの特別な物語を絵にしたい」、「他にはな
い心のこもったプレゼントをしたい」、「お空に飛び立っ
たうちの子が天国で幸せにしている世界を観たい」な
ど背景もタッチも自由にご要望に応じてペットさんの似
顔絵を制作します。古い写真しかなくても、完成イメー
ジが曖昧でも大
丈夫です。最後
まで 寄り添 い、
心を込めて描き
ます。
発送前に仕上が
りを 確 認 で き、
回数無制限・追
加料金なしで修
正対応をしてい
ます。

rohan.art
〒252-0327　HPからお問い合わせください
TEL 080–5679–6899

100％手描き！ペットさんとの
大切な想い出をカタチにします！

2019年創業、ハーネス加工 / 電子機器の組立配線を
生業としております。2020年からは市内の障害福祉
施設と力を合わせてお客様のお困りごとを解決する【み
んなの代行】もスタートいたしました。パートを雇用す
るリスク、派遣を利用するコストにお悩みのお客様が
いらっしゃいましたら、SDGs への貢献も併せて可能な

【みんなの代行】をぜひご利用ください。製造業以外
のお客様からもたくさんのお声がけを頂いております。

㈱glowf
〒252-0241 相模原市中央区横山台1-1-10 
TEL 042–813–4851
E-mail matsuishi@glowf-inc.com

ハーネス加工/製品組立配線/
その他工業系作業をまとめて請負

野村不動産グループならではのこだわりの空間。初め
ての方でも入りやすい充実のフリーウェイトゾーンを備
えた開放的なジムエリアは、様々な目的に対応するマ
シンが広がります。数多くの魅力的な運動プログラム
をご用意したスタジオ、リラクゼーションプールを併設
したプール、サウナ付きのお風呂など、充実した設備
をご提供します。是非一度、ご見学ください！

メガロス相模大野
〒252-0303 相模原市南区相模大野3-2-1
TEL 042–745–4600

相模大野駅直結！
徒歩３分の総合型スポーツクラブ

ほぐし＆ストレッチ多めの痛くない気持ち良いマッサー
ジをしています。Google 口コミ高評価の当店で是非
身体を整えてみませんか？10代～70代の方に御支持
頂いております。ゴルフ前後などに来るお客様も多数
です。オイルマッサージや足ツボマッサージ、お腹のマッ
サージなどメニューも豊富です。自律神経を整えたり、
自然治癒力を高めたり、関節の可動域をUPするだけ
で日々過ごしやすいお身体に変わっていきます。

タイ古式マッサージ healing OFF
〒252-0303 相模原市南区相模大野3-17-18
　　　　　　サンハイツ相模大野第二302 
TEL 042–733–6005

タイ古式マッサージで
健康な身体を維持してみませんか？
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●取引先を引受保険会社や同社提携会社が
　保有する情報に基づき審査するため、
　与信管理業務の効率化、強化が可能
●貸倒損失への補償が、保険金の支払いにより
　行われるため、キャッシュフローへの影響を軽減
●貸倒損失を一定の保険料負担により保険に
　転嫁することで、費用を平準化することが可能
●売掛債権の保全となり、金融機関等に
　対する信用力が向上

●日本を除く、全世界が保険適用地域
●損害賠償金のほか、争訟費用も補償
●訴訟トラブルに巻き込まれた際、保険会社が
　代わって解決までの対応をサポート
●取引先から間接的に輸出された製品、
　外国人旅行客等によって日本国外に
　持ち出された製品に起因する事故も補償
●生産物回収費用（リコール費用）も補償

海外取引先の
債権回収不能リスクに
備えるなら

輸出取引信用
保険制度

輸出製品などの海外における
ＰＬリスク、リコールリスクに
備えるなら

中小企業海外PL
保険制度

●一部の商工会議所では、本制度を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本内容
は制度概要を示したものです。補償の内容は引受保険会社によって異なりますので、各保険のパンフレットまたは重要事項説明書をご覧くだ
さい。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、各保険の内容についてご不明な点がありましたら、
引受保険会社、お近くの代理店、またはお近くの商工会議所にご確認ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を
取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。
本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

お 問 い 合 わ せ 先 各地商工会議所 商工会議所名簿 日本商工会議所

制 度 運 営https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の保険制度HP

引受保険会社
東京海上日動火災保険株式会社 [中小企業海外PL保険制度 英文生産物賠償責任保険  輸出取引信用保険制度 取引信用保険（輸出取引・中小企業用）
損 害 保 険ジャパン株 式 会 社 [中小企業海外PL保険制度 生産物賠償責任保険（海外PL保険）  輸出取引信用保険制度 輸出取引信用保険
三井住友海上火災保険株式会社 [中小企業海外PL保険制度 海外生産物賠償責任保険  輸出取引信用保険制度 輸出取引信用保険
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相模原商工会議所　TEL:042-753-8134


